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企画総務部
○感染症危機管理支援を目的とした発生動向調査データの新たな可視化還元法に関する研究
　井上　仁1），長谷川伸作，陶山昭彦2）
　井上　薬毒，平成18～19年度科学研究費補助金（基盤C）研究成果報告書，鳥取大学総：合メディア基盤センター，鳥取，
　平成20年3月
　感染症発生動向事業で収集されるデータの，より有効な活用を目的としたインターネットを用いた流行状況の可視化・
　還元システムの構築と，流行予測アルゴリズムについて検討した．
　1｝鳥取大学総合メディア基盤センター，2倣射線影響研究所
○地方衛生研究所（地方感染症情報センター）の視点からのサーベイランスの評価と改善
　中野道晴
　谷口清洲編，厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究事業）「効果的な感染症サーベイランスの評価並びに改
　良に関する研究」平成19年度総括・分担研究報告書，国立感染症研究所，東京，平成20年3月，pp13－18
　地域で感染症情報を収集・解析する地方情報センター機能の充実を図るため，2006年に再構築された「感染症サーベイ
　ランスシステム」を利用し，インターネットによる定点報告のモデルシステムの運用などを実施した．
健康科学部
○「おおたき国際ノルディックウォーキング」における運動量調査
　千葉昌樹1），川戸敦子1），渡部憲彦ユ），桂　英二，西村一彦，中野道晴，横山裕之
　北海道保健福祉部保健医療局健康推進課，北海道立衛生研究所編，平成19年度道民の健康づくり推進事業一「おおたき国
　際ノルディックウォーキング」における運動量調査報告書一，北海道保健福祉部保健医療局健康推進課，札幌，平成20
　年3月
　「おおたき国際ノルディックウォーキング」の参加者に対して，歩行時間，歩数及び運動量を測定し，大滝ノルディッ
　クウォーキング常設コースにおける運動量評価のための一つの目安を得た．
　D北海道保健福祉部保健医療局健康推進課
○道内未利用資源を利用する建材開発と評価システムの提案一北海道エコマテリアル“dol　Ecomat”システム構築に向けて
　鈴木大隆ユ），北谷幸恵1＞，村田さやか1），伊庭千恵美1），糸毛　治1），高倉政寛1），桂　　修1），松村　宇1），神　和夫，
　高橋哲夫，小罧　智，小島弘幸，武内伸治，工藤和彦2），野村隆文2），執行達弘2），吉田憲司2），梅原勝雄3），山崎亨史3），
　秋津裕志3），伊佐治信一），宮崎淳子3），朝倉靖弘3），澤田哲則3），阿部龍雄3＞，米田哲朗〃），武田浩喜5），大隅修一5），
　伊勢哲郎6）
　平成17～19年度北海道重点領域特別研究・成果報告書，北海道立北方建築総合研究所，旭川，平成20年3月
　道内に数多く存在する農林水産業に由来する廃棄物，建設廃材，地下埋蔵物などの未利用資源を建材等に製品化するた
　めの検討を行った．その結果，未利用資源を活用した3製品（調湿内装タイル，木炭ボード，化学物質吸着ブロック）
　を開発し，それぞれ性能評価，実住宅施工時の性能確認，施工方法の提案を行った．また，道内企業の技術相談に応じ
　る『建材開発支援システム』の試行を開始し，利用しやすいシステムのあり方を模索した．
　1）北海道立北方建築総合研究所，2｝北海道立工業試験場，3）北海道立林産試験場，。北海道大学大学院工学研究科，5）（財）下川町ふるさと開発振興公社，
　6）（株）アイ・セック
○遺伝子導入細胞を用いたダイオキシン類簡易測定法の開発とモニタリングへの適用に関する研究
　小島弘幸，武内伸治，小林　智，高橋哲夫，姉崎克典1），山口勝透1），大塚英幸1），芥川智子ユ），岩田理樹1），神　和夫
　平成18～19年度北海道重点領域特別研究・成果報告書，北海道立衛生研究所，札幌，平成20年3月
環境・食品試料に含まれるダイオキシン類の測定法に係わる公定法（HRGCIHRMS法）を補完する迅速で安価なダイ
　オキシン類簡易測定法（DR細胞アッセイ法）を開発した．本法を行政的な試験に組み入れることで，道民の健康維持
　や食の安全・安心の確保に関する施策に活用できることが示唆された．なお，本法は平成19年度環境省が公募した排出
　ガス・ばいじん・燃え殻における簡易測定法（公定法）として認可される見込みとなった．
　1，北海道環境科学研究センター
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